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浜通りの今を正しく伝えるには
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◇私たちが見てきた浜通り
◇議論について

・伝え手、受け手の立場
・受け手の多様性
・どのように伝えるか

◇まとめ

発表の流れ



浜通りの今

私たちが見てきた浜通り

・帰還困難区域は残るが復興は進んでおり、徐々に人が戻りつつある。

帰還困難区域を除けば人が住むには健康上何ら問題はない。

・原発内の一部区域を除けば進入してすぐに健康被害が出るということはない。

・一方で除染が進まない地域、震災当時のままになっている場所もある。



この発表内容の前提

・金銭的な影響は考慮しない

・思想等の影響も考慮しない

・特定の報道機関を想定したものではない



伝える側が気を付けること

正しく伝えるために必要なこと

・受け手に合わせた情報を与えること

(受け手の多様性)

・自分のスタンス(前提)を明確にする

・論理的、科学的に誤った情報を

伝えない

受け手によって情報の許容量や理解度は様々

自分が何のために伝えたいのかはっきりさせる

その人だけではなく社会に対して誤った
情報を広めることに繋がってしまう。



受け手の多様性

・数値の用いた説明が分かりやすいと思う人

・数値を用いない説明が分かりやすいと思う人

・聞いてすぐに理解できる人

・聞くが、理解するまで時間のかかる人

・聞き流す人

・鼻から理解しようとしない人

など

数値を用いてできる限り正確に伝える

言葉だけで工夫して伝える

より具体的な話をする。意見を交わす

理解してもらえるまで丁寧に伝える

理解してもらうのは難しい。その人たちが
誤った情報を広めないように考慮する



伝え方の例

評価の為に必要な知識も伝える

数値だけを伝えても聞き手はその値がどうなのか解釈の難しい場合がある。

● その線量でどれほどの影響が出るのか、他の地域ではどうなのかなど、数値を解釈しや

すくするための情報を共に伝える。

ただ、あくまで伝えるまでで、その値をどう受け取るかは受け取り手に任せるべきで、

相手の判断を否定すると相手は意見を持ちにくくなってしまう。

その結果に至った流れ、理由も含めて伝えるべき場合がある。

● 帰還困難地域の理由や帰宅困難地域になるとできなくなることなども同時に伝えると相

手が意見を持ちやすくなる。



伝え方の例

どの情報を伝えるか
全ての情報を話そうとすると切りが無い。

● 時間にも知識にも限りがあるため、どの情報まで言うのかはTPOを考えなければな
らない。しかし、このときの情報の削る削らないが、メディアの問題としてよく上
がっていることは理解して注意する。

● 誤解を減らすためにも、せめて自分がどのスタンスなのか前提を伝える。

伝える側の労力が大きくなってしまい話題そのものが避けられてしまうのを避ける。

● 友人同士の軽い会話でいちいち数値や理由まで話していると疲れてしまう。話すの
が億劫にならない程度の会話で、もし相手が間違った情報を話したときに訂正を軽
く加えるくらいの楽しく会話することも伝え方として大事なこと。



伝え方の例
比較できる情報を見せる・伝える

→具体的な数値や写真を見せる
実生活になじみのない数値を伝えられても実感がわかない

・事故当時と現在、大阪と浜通りの除染済み・未除染の地域の数値を比較する

基準値や浜通りの一部地域だけではなく、大阪や浜通りの中でも除染済みの地域、そうでない地域など比

較できる情報を適切な分量伝える。

街によって復興の度合いは異なる（大熊、双葉、浪江）

浜通り地方でも復興の進捗は町によって大きく異なる。居住人口が200人程度の双葉町と2000人程度の浪江

町では町の実態は大きく異なる。現状を言葉だけで伝えるには限界がある。



伝え方の例

視覚的情報を伝える

写真などをパッと見て全体像をつかんでもらう

・数字の話が苦手な人に向けて比較的受け入れやすい写真などを用いて伝える。
・インパクトの強い写真は効果的だが、補足説明が必要。

百聞は一見に如かず、伝聞だけでは分らない情報を伝える

・実際に視覚的情報として見てもらわなくては分らないこともある。特に、震災
直後の映像や画像からの被災地のイメージが更新されていない人が多いと考えら
れる。



まとめ

◇受け手に合わせた伝え方を考えることが大切

◇正しく伝えるためには様々な角度の情報を示すことが必要

・数値などの具体的なデータ

・正しく評価するための知識

・視覚的情報

◇自分自身が伝えたいことを明確しておく

◇間違いや嘘のない程度に気楽に話をする



ご清聴ありがとうございました。
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